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明治期不敬事件 とミッ シ ョ ン ・ ス クー ル

佐藤八寿子 （京都大学大学院D1 ）

1 ． 問 題 の 所 在

1．目的

　近代 日本にお けるキ リス ト教教育お よびミ ッ

シ ョ ン ス ク
ー

ル の問題は 、 しばしば 「日本の 天

皇制」 と 「西洋の ミ ッ シ ョ ン 」すなわち 「日本

VS 西洋」 とい う社会通念を前提として議論さ

れ て きた．．．こ の よ うな二 項対立的な慨念図式に

基づ い た 「キ リス ト教は 日本の國体に適合しな

い 」 とい う認識、あるい は こ れに対するキ リス

ト教側の 「迫害」 「受難」 の 意識は、戦前戦後
一

般の もの であり、学術分野に お い て も、先行

研究の 多くは こ の 図式を所与の もの として い る。

　本発表で は、こ の解釈枠組み によっ て看過さ

れて きた ミッ シ ョ ン の 社会的機能 に っ い て考察

す るため、主と し て明治 2、30 年代に 発生 し

たキ リス ト教関係 の 不敬事件に焦点をあて、そ

の 実態を再検討 し、さらに上の 概念構 成を脱構

築す る こ とを 目的 とす塩．

2 ．対象と方法

　小股 憲明 （1998）によれば、キ リス ト教関

連 の 不敬 ：事件は 、日清戦争前まで の期間に突出

して 発生 し、そ の 後 30 年代 に か けて はや や落

ち着きごく低 い 横這 い 状態に入る。
こ れ ら明治

2、3〔〕年代の ミ ッ シ ョ ン関係不敬事件の多くは、

法律上 の 犯罪で はなく、広 く世間で論議を招い

た社会的事件で あっ た：．本発表で は これらの事

件を 「社会的に構成された
“

ス キ ャ ン ダル と し

て の 不敬
”

．1 として とらえる．，

H ． キ リ ス ト教 関 係 不 敬 事 件

1 ．ス キャ ン ダル の 時代 （時代背景）

　明治 2、30 年代は、教育シ ス テ ム におい て

も、また メデ ィ ア環境 とし て も、従来に は無か

っ た社会体制が整い機能 し始めた時期にあたっ

て い る．．こ の よ うな、言わば 「知 の イ ン フ ラス

トラクチ ャ
ー

」 の 整備した新しい 社会騨竟に お

い て、従来無か っ た タイプの ス キ ャ ン ダル が発

生した．．そ うしたス キ ャ ン ダル の ひ とつ として 、

ミッ シ ョ ン の 不敬ス キ ャ ン ダル は登場す る。

2 ．事実と言説との 乖離 （事例研究）

明治期キ リス ト教関係の 不敬事件の 実例と し

て、まず 「ミ ッ シ ョ ン ス クール に お ける事件」

をとりあげる。

  明治学院、金沢女学校、同志社大学の 祭 日休

業問題 （明治 22 年）　 明治学院が、秋季皇霊

祭に、金沢女学校にっ い て は、神嘗祭に、学校

を休業 しなか っ た こ とにっ い て不敬が指摘され

た．，こ の 日の休業は 当時義務づ けられて はお ら

ず、公的にもそ の 校則が認可 されて い たに もか

かわらず、社会的には 「キ リス ト教の 不敬」 と

して攻撃がなされた。 同志社の場合は虚報で あ

っ た 。

  北陸英和学校勅語奉読者の 不敬事件 （明治 26

年）　 勅語 の奉読者 （伝道師）が 正装 して い な

か っ た為、不敬を指摘された。礼装ではなか っ

た の は、本来奉読する予定だっ た者が登校せず、

やむを得ず急遽代役として奉読したためで あっ

た。奉読者は不都合を認め謝罪し辞意を表 し、

翌 日校長が礼服着用の うえ奉読をや りなお した。

事件 としては 、 単なる過失によるもの で 、不敬

行為 と宗教とに何ら因果関係はなか っ た ，

  金城女学校地久節不敬事件 （明治 41年）　地

久節の 儀式におい て 、御真影奉拝
・勅語奉読が

され なか っ た こ とにっ い て攻撃された 。
しか し、

同校に御真影はなく、また地久節の 趣 旨か らし

て 皇后御製が相応しい との判断で勅語奉読がさ

れなか っ ただけ で あ っ た ．

　つ ぎに 「そ の他の 学校におけるキ リス ト闘系

者の 不敬事件」 をと りあげる。

  第
一高等中学校内村鑑三不敬事件 （明治 24

年）　 嘱託教師内村鑑 三 が 、 勅語奉読式にお い

て低頭せず社会的に糾弾された事件。しか し、

内村は必ずしも勅語 へ の拝礼を 「拒否 」 し たわ

けで はなく軽く頭を下げて い た 。 彼は蒄進 的愛

国者でもあり、拝礼のや り直しにも同意したが、

結果的に は依願退職に追い 込まれ る。
キ リス ト

者 の 不敬とい うイ メ
ージを社会に植えつ ける こ

とになっ た最初の 大事件である。
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  熊本県八代南部高等小学校生徒の 御真影不敬

事件 （明治 25 年）　 キ リス ト教信者が 「わが

宗敵で あ る1 と言 っ て御真影 を床 にたたき落と

したとされ る事件．， 事実は、御真影近くに飛ん

できた
一
羽の 雀を追い 払お うとした生徒が御真

影に接触 した こ とが、針小棒大 に仏え られた，

　以上、「不敬 」 言説 （報道、噂）と事件 の 真

相 の 間に は 、明らか に隔た りが存在す る こ とが

わか る．，、で は、ミ ッ シ ョ ン ス ク
ー

ル に おける国

民的儀式 ・儀礼は実際には どの ように 挙行され

てい たの だろ うか．．残されて い る記録か らい く

っ か の 例を抜粋 して挙げる 。

　  明道小学校勅語奉読式 （明治 24年）

　  明治学院の 天長節行事 （明治 23 年）

　  明治天皇結婚 25周年記念 日の記念 ミ サと

　　祝典 （明治 27年）

　  海星学校賞品授与式 （明治 27年）

　こ れ らの 実例お よび籠谷次郎の研究 （1996）
などの 示す とこ ろに よれば、ミ ッ シ ョ ン系の学

校にお い て もその他の学校 と 「ほぼ同様に 」 国

民的儀礼は実行されて い た。

　また、  山川 均の 『青年之福音』不敬事件 に

対す る ミ ッ シ ョ ン の 反応で は、プ ロ テ ス タン ト、
力 トリッ クの 別なく

一様にそ の 行為を攻撃し、
キ リス ト教会とは関わ りない事件であると明言

して い る 。

3 ．不敬 の 時代 とミ ッ シ ョ ン （事件の解読）

　 ミ ッ シ ョ ン に 対する社会的需説 と実態との 乖

離は、い っ た い どの様に 理解され るだ ろうか。

　デ マ ゴ ギ
ー

発生 の要因として、近代 日本にお

ける ミッ シ ョ ン の ア ン ビヴァ レ ン トな社会イ メ

ージが考え られ る／tt キ リス ト教は 旧社会に お い

ては国禁で あ り、明治期に入 っ て か らも依然邪

教イ メージは 払拭されて は いなか っ た 。 また
一

方で は、近代化を急ぐ日本にとっ て 、欧化とキ

リス ト敦とは 切り離しが た い もの で もあ り、殊

に教育におい て こ の傾向は顕著であっ た c．

　こ うして 「忌避」 と 「羨望」 の 対象と して の

キ リス ト教観が形成される。 その ア ン ビヴァ レ

ン ス は、そ の伝統的忌避 よ りむ しろ、嫉妬 へ 転
化 しがちな羨望の ゆえに激しい 攻撃を誘発する

もの ともなっ た 。
「不敬」 ス キ ャ ン ダル は、そ

の 最 も顕著な表徴の ひ とつ と とらえられ る。

皿 ． 日 本 に お け る ミ ッ シ ョ ン

ユ．真相 ・言説 ・社会的余波

　ミッ シ ョ ン に対する全て の攻撃は専ら、彼 ら

が 「日本の 國体に不適合である」 とい う前提に

た っ て なされた。しか し、個 々 の事件を見る 限

り、攻撃された側が反国家疑以 て自らにん ず る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

例はおろか、実際にそ うした理 由で発生した と

綻 で きる輙 す 硯 あた馳か っ た その こ

とは社会主義者による不敬事件 （事例  や  な

贔講惣篇懇盤縲 鸞毀灘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L
もキ リス ト教関係者に は見出せ ない。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　不敬事件を め ぐるス キ 育
ン ダル α）言説過程

か ら、キ リス ト教を め ぐる社会イ メージが如何

に生産され定着 してきたか を看取 る こ とができ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F
る。 事例  にお ける 「

」
宗敢 と言 っ て勅語を

たた き落とす耶蘇教徒の像」1 は、そうした社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J
イメージにくみ こ まれた幻想の最たるもの であ

ろ う。 ミッ シ ョ ン以外 の 学校の 事例をもとり上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
げた の は、それが社会イ メL ジの 形成 に直接関

与 し、結果的に ミ ッ シ ョ ン ネクール の 現実を左

右す るカ となっ た か らである。 あ い っ ぐ不敬事

件は ミッ シ ョ ン ス ク
ー

ル の ilメー
ジを著しく失

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

墜させ 、例えば金城女学校 にお い ては生徒数が

著 しく失われ る髞 とな

咋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
2 ．ま とめ　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

，訪夏趨餾離 鷲椶膿 皮1禾
的である」 とい う通念を示したが、その 言説の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
生成過程を実例に即して読みなお してみる と、

むし ろ別の側面が 露わになっ て くる 。

淋 て 傭 例にお い て 、旗 対立1竢 態で は

なく、言説上 に展開された表象にす ぎなか っ た、

不敬ス キ ャ ン ダル の 核 ［♪は、1信IJP・〈’

天皇観そ の

もの にではなく、っ ね に 「日本国民 として行う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
べ き儀礼 」 へ の 参加態度の 是非に あっ た。糾弾

灘 難 篇蘇d認勦 誘
に対 しては、間違 い な く社会的に承認 し肯定を

して L…t・．つ ま り 「不敬・ 十 ドが縦 社会規

範が制度化 し定着して い く過程にお い て、攻撃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
者と被攻撃者双方は、共犯の関係に あ っ た と言

えるtt　　　　　 1
論 鬆簸 識盤 騾嚢 寡
加の 意思表示 の 有無による 「統合／排除」 の 力

学が ひ きおこ した葛藤、すなわち新しい規範 の

制度化とい う位相にお け る輯樂であ っ た と考え

られ る。ス キ ャ ン ダル をとts［して規範はたちあ　　　　　　　　　　　　 ，
が り、社会的制度化によ り再生産された。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　それは、「不敬」 とい う新 レい 文化 コ
ー ドに

よっ て縦 される とこ ろの 「

［眩 国民」 とい う

ひ とつ の合意／ ル ール の出現で もあ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J
　　　　　　　　　　　　 I
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
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